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第２章　総合戦略／基本目標４　人を育て、輝く、学びの“しま”をつくる

４．横断的取組の推進に向けて
　本市で展開する各種のプロジェクト・施策は、横断的取組として掲げた「人材確保・
事業承継・人材育成・多文化共生」、「関係人口や外部との連携による地域経済活性化」、
「DX×GXによる社会構造の改革とブランド創出」において、分野を超えた一体的な
推進が効果的であるため、庁内各部局を跨る横断的な推進体制を構築するなど、官民
が連携した取組を推進します。

人材確保の具体的な取組

（1－4　企業誘致・地場産業振興プロジェクト）
・�新卒、若者、子育て世代、女性、高齢者、障がい者、外国人など労働力の掘り起こしを行います。
・人材の確保及び育成並びに派遣事業の運用・活用に取り組みます。
・�いくつになっても生きがいをもって働けるよう、シルバー人材センター等の関係機関と連携し、
高齢者の就業環境の充実に努めます。

（2－1　観光による交流拡大プロジェクト）
・持続可能なガイドサービスを提供するための人材確保・育成、体制の再整備を推進します。

（3－2　健康で長生きできる環境づくりプロジェクト）
・長崎県及び関係機関と連携し、医師、看護師などの医療従事者や介護職員の確保に努めます。
・�介護サービスを提供するため、外国人などの人材確保に努めるとともに、離職した人材の復職
支援にも取り組みます。

（4－1　結婚・出産・子育て支援プロジェクト）
・�保育人材の確保に向けた取組を強化します。

事業承継の具体的な取組
（1－4　企業誘致・地場産業振興プロジェクト）
・�長崎県や事業承継・引継ぎ支援センターなどの関係機関と連携し、起業・創業や事業拡大、第
二創業、事業承継等を総合的に支援します。

（2－1　観光による交流拡大プロジェクト）
・�観光協会や商工会議所などの関係機関と連携し、来訪者に対し様々なサービスを提供する基盤
となる宿泊所や飲食店、土産店の事業承継を推進します。

【ひと】　人材確保・事業承継・人材育成・多文化共生
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人材育成の具体的な取組
（1－1　農林業振興プロジェクト）
・�地元就農希望者やUI ターン者の就農促進を図るとともに、認定新規就農者のフォローアップ
を行います。

（1－2　水産業振興プロジェクト）
・�既存漁業者や漁業集落などに対し新規漁業就業者の受入先の確保を図りつつ、就業形態に応じ
た支援制度や技術研修など、就業希望者のニーズに応じた環境整備を進めます。また、地域リー
ダーとなる中核的漁業者の育成に努めます。

（1－4　企業誘致・地場産業振興プロジェクト）
・�仕事と学びが共立できるリカレント教育の環境を整備し、主体的なキャリアアップやスキルの
習得を支援します。

（2－1　観光による交流拡大プロジェクト）
・�持続可能なガイドサービスを提供するための人材確保・育成、体制の再整備を推進します。

（3－1　地域コミュニティの維持・活性化プロジェクト）
・�まちづくり協議会をはじめとする地域づくり活動を担う人材育成を行います。

（3－2　健康で長生きできる環境づくりプロジェクト）
・長崎大学や長崎県と連携し、地域医療の人材育成に取り組みます。
・�地域ミニデイの推進するためボランティアとともに新たな担い手の確保に努めます。
・�市基幹相談支援センターへ専門職員を配置し、地域の相談支援専門員の人材育成を実施します。

（4－2　教育のしまづくりプロジェクト）
・�郷土愛を醸成する人材育成のため、子どもが、自らふるさと五島の課題をとらえ、自主的に解
決・改善を目指すふるさと教育を推進します。

・�国外体験学習事業を実施し、市内の中学生が国外の状況を自分の目や耳で感じ体験することを
通してキャリア教育を行うとともに、グローバル人材の育成を推進します。

多文化共生の具体的な取組
（3－1　地域コミュニティの維持・活性化プロジェクト）
・�五島日本語学校の円滑な運営を支援するとともに、外国人が暮らしやすいまちづくりを展開す
るため、公共施設における多言語対応や相談体制の充実を図るとともに、日本語を学習する環
境整備や市民との交流機会の拡大などに努めます。また、本市内での就職を促進するための体
制整備に取り組みます。

第２章　総合戦略
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【経済】　関係人口や外部との連携による地域経済活性化

具体的な取組
（1－1　農林業振興プロジェクト）
・�椿関連事業者との連携を強化し、五島産椿製品の価値を高め、島外にその魅力を発信しながら
椿関連商品の売上げの向上に取り組みます。

（1－3　物産・ブランド振興プロジェクト）
・バイヤー招聘等による農水産品などの地域資源を活用した新商品や加工品開発を支援します。
・�都市部など島外の人々に関心を持ってもらい、様々な形で地域に関与する関係人口の拡大を図
るため、寄附者の多い首都圏や郷土人会などでのプロモーション強化に取り組みます。

（1－4　企業誘致・地場産業振興プロジェクト）
・関係機関と連携し、五島市企業立地及び雇用促進条例に基づく企業誘致を強化します。

（2－1　観光による交流拡大プロジェクト）
・�長崎県などの関係自治体や市内外の観光事業者等と連携を図りつつ、国内外の旅行会社やメ
ディア、交通事業者などに向けた誘致・営業活動を展開します。また、各種会議や企業研修な
どのMICE誘致を推進します。

（2－2　UI ターン促進・関係人口拡大プロジェクト）
・�ワンストップ窓口による情報発信・受入体制の強化と住まい・仕事の確保などUI ターンの促
進を図ります。
・�ふるさと納税を有効活用した関係人口拡大を目指し、本市の特産品や地域資源を活用した返礼
品の充実や情報発信の強化を図ります。
・�ノマドワークやワーケーションの民間主体での受入体制を構築し、本市が適地であると、ノマ
ドワーカーや都市部のビジネスマン、企業へのPRを実施します。

（2－3　スポーツを通じた交流人口拡大プロジェクト）
・�五島長崎国際トライアスロン大会、五島列島夕やけマラソン、五島つばきマラソンなどのスポー
ツ交流イベントを継続して開催し、交流人口拡大、地域振興に努めます。

（3－1　地域コミュニティの維持・活性化プロジェクト）
・�地域が抱える課題等の解決に向け、専門的知識、技術、経験等を有する地域おこし協力隊をは
じめ、島内外の多様な人材（関係人口等）を活用した地域活性化の推進を図ります。
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【進化】　DX×GXによる社会構造の改革とブランド創出

DX（デジタルトランスフォーメーション）の具体的な取組
（1－1　農林業振興プロジェクト）
・�スマート農業の取組を支援し、農業の省力化や生産品の高品質化を推進します。

（1－4　企業誘致・地場産業振興プロジェクト）
・�市内中小企業の経営安定と業績拡大を図るため、専門家や長崎県などの関係機関と連携し、
DX化に対する各種指導などに取り組みます。

・�ドローンや自動運転などの先端技術導入に向け、国プロジェクト等を活かし、官民連携による
各種の実証実験などを推進し、実装につなげます。

・�業務効率化や生産性の向上を目指し、生成AI やキャッシュレス機器、ロボットなど各種の先
端技術・ICT技術の普及啓発に向けたセミナー等の開催や、導入に向けた情報発信などに取り
組みます。

（3－2　健康で長生きできる環境づくりプロジェクト）
・�国のプロジェクト等を活用し、オンライン診療の推進や電子処方箋の導入整備に取り組み、医
療DXの普及促進を図ります。

・�介護従事者の身体的負担の軽減や事務の効率化を推進するため、介護ロボットや先端機器等の
導入推進を図ります。

・�緊急通報システムをはじめ、ICT・IoT 機器を活用した見守り推進に努めます。

（3－3　インフラ整備プロジェクト）
・�ライドシェアなどの新たな移動手段の導入に向け、交通事業者と関係機関が連携したあり方検
討に継続的に取り組みます。

（4－1　結婚・出産・子育て支援プロジェクト）
・�母子手帳のデジタル化をはじめ、マイナ保険証を活用した各種申請手続きなど母子保健DX化
を進めます。

・�保育園、こども園の円滑な運営、業務負担軽減に向け、登降園管理など ICT化を推進します。

第２章　総合戦略
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GX（グリーントランスフォーメーション）の具体的な取組
（1－4　企業誘致・地場産業振興プロジェクト）
・�再エネ海域利用法に基づき、洋上風力発電事業の拡大を進めるために、本市周辺の適切な海域
を特定し、利害関係者との調整を行います。
・ �EEZ（排他的経済水域）内での洋上風力発電プロジェクトは、国・県と連携し民間投資の誘
導に努めます。

（3－4　ゼロカーボンシティプロジェクト）
・�再生可能エネルギー電力の地産地消率の向上のため、再生可能エネルギー電力を供給する小売
電気事業者等と連携し、啓発活動に取り組みます。
・�公共施設を中心に、自家消費型太陽光発電設備の設置を促進します。また、避難所などには蓄
電池を併設し、災害への対応力を強化します。
・�避難所、医療施設、介護施設など市民にとって重要な施設、宿泊施設や観光施設など島外から
の観光客を受け入れる施設を中心に、自家消費型太陽光発電・蓄電池の導入を促す施策を行い
ます。
・�省エネ機器の導入やオール電化の置き換えを促します。
・�電気自動車（EV）への転換を促すため、補助金などの情報提供を行うとともに、申請者への
助言を行うなど支援を行います。


